
中部農林高等学校定時制保健体育科シラバス                      

 

 

「体育」 

 

 

１・目標 

心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的な実践を通して、 

生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する計画的に運動に親しむ資質や能力を育てるととも  

に、健康の保持増進のための実践力 

の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる。 

①スポーツの楽しさを味わい、継続的に運動に親しむ力を育てる。 

②選択授業を通して、仲間と豊かに係わり合い公正・協力・責任の態度を育てる。 

③自己やグループの能力に応じた課題の解決を目指した課題解決型の学習を目指す。 

２・体育の単位数  １年・２年・３年・４年（年間７０時間）    

学年 体育 

１年 ２ 

２年 ２ 

３年 ２ 

４年 ２ 

計 ８ 

３・評価について 

体育の評価は「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技能」「知識・理解」の４観点の内容をもとに、各

領域（種目）ごとに評価基準をつくり日頃の授業のなかで下の表にまとめた方法で評価を行い「成績」

の資料とする。  

科目名 a 関心・意欲・態度 b 思考・判断 c 運動の技能 d 知識・理解 

評価の割合 40/100 20/100 30/100 10/100 

体育 運動の楽しさや喜

びを深く味わうこ

とが出来るよう自

ら進んで計画的に

運動しようとす

る。また、公正・

協力・責任などの

態度を身につける

とともに、健康・

安全に留意して運

動しようとする。 

自己やグループの能

力と運動の特性に応

じた課題の解決を目

指して、活動の仕方

を考え、工夫してい

る。 

自己の能力と運動の

特性に応じた課題の

解決を目指して運動

を行うとともに、運

動の技能を高めてい

る。また自己の体力

や生活に応じて体力

を高めるための運動

の合理的な行い方を

身に付けている。 

社会の変化とスポ

ーツ、運動技能の

構造と運動の学び

方、体ほぐしの意

義と体力の高め方

に関する基礎的な

事項を理解し、知

識を身に付ける。 

評価の方法 授業参加の様子 

個人カードやグル

ープノートからの

読み取り 

行動観察 

個人カードやグルー

プノートからの読み

取り 

行動観察 

記録会 

発表 

テスト 

個人カードやグル

ープノートの記入

状況 

学 年 １年 

単位数 各２単位 必修 



運動領域       種  目         学 習 目 標・学 習 内  容  評価観点 

 

体つくり  

運動  

 体ほぐしの運動  

 体力を高める  

 運動  

・自分の体に関心を持ち、体力や生活に応じた自

分の課題を決めて体ほぐしをしたり、体力を高

めたりするとともに生活の中で実践するように

する。  

・体ほぐしの運動がﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝや気分転換､疲労回

復､ストレス解消等､体を整える効果があること

を実践を通して体験する｡ 

 

ａ，ｄ 

 

 

 ｃ 

 

 
   

 

球 技  

 バスケットボール

 バレーボール  

 バドミントン 

 卓球 

 フットサル 

 

 

・ゲームや練習の時に､チームの課題や自分の力に応じて

運動の技能を高め､作戦を立てて攻めたり守ったりで

きるようにする 

・技能の段階や経験に応じてチームを編成し、チームに

おける役割を自覚して、その責任を果たし、互いに協

力しながら練習やゲームができるようにする。 

・ゲームでは、審判の判定に従いルールを守って最

善を尽くし、勝敗に対して公正な態度がとれるよう

にする。 

 ｂ，ｃ 

 

 

 ａ 

 

 

 ａ，ｃ，ｄ 

武 道  空手道  ・沖縄の伝統文化である空手の普及型Ⅰ･Ⅱを中心

に指導する。  

・自分の力に応じて技能を高め、相手の動きに対

応して攻めたり守ったりできるようにする。  

 

 ｄ 

 

 ａ，ｃ 

ダンス 
 創作ﾀﾞﾝｽ 

  

・自分の能力に応じて課題を持って運動を行い感

じを込めて踊ったり、みんなで楽しく踊ったり

して、仲間と交流して発表できるようにする。  

 

 ａ，ｂ，ｃ 

陸 上    持久走  ・自分の能力に応じて練習をし、運動の技能を高

め、続けて長く走れるようにする。  

・一定のペースを守りながら走れるようにする。  

・上下動、左右動のない正しいフォームで走れる

ようにする。  

 

 ｂ 

 

 ｃ，ｄ 

 

 

体育理論   ・運動・スポーツの文化的特徴                

 ・運動・スポーツの学び方                  

 ・豊かなスポーツライフの設計  

 

 

ａ，ｂ，ｃ 

 ｂ 

 ｄ 

 


